今日から日曜まで、私たちは沢山のラブストーリーを聞くことになります。今夜がその第一話です。
イエス様の愛とあわれみ
マルコの福音書５：１９
しかし、お許しにならないで、彼にこう言われた。「あなたの家、あなたの家族のところに帰り、主があなたに、どんなに大きなことをしてくださったか、どんなにあわれんでくださったかを、知らせなさい。」 
この御言葉では、汚れた霊につかれた男が、イエス様に出会い、その愛とあわれれみによって救われ、生きる力を得ました。私たちもイエス様の愛とあわれみがどんなに大きなものであるか、今夜、知ることができますようにお祈りします。
イエス様と弟子達はガリラヤ湖を越えて、ガラサ人の地に到着しました。（１）イエス様が舟から上がられると、すぐに、汚れた霊につかれた人が墓場から出て来て、イエス様を迎えました。（２）３節－５節をご覧ください。「この人は墓場に住みついており、もはやだれも、鎖をもってしても、彼をつないでおくことができなかった。彼はたびたび足かせや鎖でつながれたが、鎖を引きちぎり、足かせも砕いてしまったからで、だれにも彼を押えるだけの力がなかったのである。それで彼は、夜昼となく、墓場や山で叫び続け、石で自分のからだを傷つけていた。」この人にとりついた霊はとても凶暴でした。町中のありとあらゆる物を破壊して、誰彼かまわずに殴りつけました。数人がかりでやっと押さえつけて鎖につないでも、その鎖も引きちぎってしまいました。こうして、汚れた霊につかれた人は、人々の抑圧から逃れて墓場に住み、自由になったかに思えました。ですが実は、汚れた霊に支配されて、魂は自由ではありませんでした。それで、墓場や山で叫び続け、石で自分を傷つけました。
イエス様は、その人を一目見て、その人の問題が汚れた霊のせいであるとおわかりになり、「汚れた霊よ。この人から出て行け。」と言われました。（８）イエス様の言葉に、その人はひれ伏して、大声で叫びました。「いと高き神の子、イエスさま。いったい私に何をしようというのですか。神の御名によってお願いします。どうか私を苦しめないでください。」 （６－７）イエス様はその人を苦しめたでしょうか？９節aをご覧ください。イエス様はやさしく、あわれみに満ちた声でお尋ねになりました。「おまえの名は何か。」
この「おまえの名は何か。」という、簡単な質問の中に、イエス様の愛をみることができます。　私は時々、人から名前を聞かれることがあります。子どもの名前もそうです。それはその人が私と私の家族に親しみを感じたからでしょう。私も皆さんに名前を聞きますが、それは私が皆さんに関心があり、主にあって愛しているからです。また、私が自分の名 前を教えることによって、名前を聞かれた方と個人的な関係が深まります。怪しい人には自分の名前を教えません。そして、私とかかわりがない人には、名前を聞く必要は感じません。特に、汚れた霊につかれて乱暴な人、体中傷だらけの人の名前は知りたくないでしょう。近づくことも躊躇するでしょう。ところが、汚れた霊につかれた人に対するイエス様の御心は違いました。どうしても名前を知りたいと思うほどに、その人をあわれんだのです。その人と深い関係を結び、助けようとされました。もし、その人がイエス様の前で、自分の真実の名前を告白するなら、イエス様との関係がますます深くなります。自分の名前を告白す ることによって、イエス様のあわれみを受けて助けていただけるのです。私たちも自分の名前を告白すると、私たちを赦し、癒してくださるイエス様の愛とあわれみを体験することができます。
では、汚れた霊につかれた人はどうしたでしょう。９節bをご覧ください。「『私の名はレギオンです。私たちは大ぜいですから。』と言った。」レギオンとは、ローマ帝国の最大の軍団で、３千から６千人の兵士で構成されていました。つまり、この人には、何千もの霊がとりついていました。この人は、そのような自分の状態、真実の名前を、イエス様の前で告白しました。すると、どんなことが起こったでしょう。
汚れた霊たちは、自分たちをこの地方から追い出さず、豚の中に送ってください、とイエス様に願いました。 （１０，１２）１３節をご覧ください。「イエスがそれを許されたので、汚れた霊どもは出て行って、豚に乗り移った。すると、二千匹ほどの豚の群れが、険しいがけを駆け降り、湖へなだれ落ちて、湖におぼれてしまった。 」２千匹の豚を現代の価値に換算すると、およそ１億円だそうです。イエス様は、一人の、汚れた霊につかれた人を救うためならば、１億円を犠牲にしても惜しくありませんでした。それほどまでに、その人を価値のある者として愛されたのです。実は一億円どころではないのです。イエス様は全世界を犠牲にしてでも、私たちを救いたいと思われているのです。
さて、正気に戻った、レギオンを宿していた人は、イエス様の愛とあわれみに感動して、イエス様のお供をしたいと願いました。１９節を一緒に読みましょう。「しかし、お許しにならないで、彼にこう言われた。『あなたの家、あなたの家族のところに帰り、主があなたに、どんなに大きなことをしてくださったか、どんなにあわれんでくださったかを、知らせなさい。』」 イエス様は、レギオンだった人に、ある特別な使命をお与えになりました。それは、自分の家に戻り、イエス様のしてくださったことを伝えるという使命でした。汚れた霊に支配されていたこの人を、イエス様は深くあわれみました。この人が、真実の名前を告白した時、ありのままの姿を受け入れ、深く愛されました。そして、豚２千匹を犠牲にしてまでもこの人を救うという、大きなことをしてくださいました。イエス様は、レギオンだった人が、イエス様の愛とあわれみをいつまでも覚えて、それを知らせるという使命に仕えることを願われました。レギオンだった人は、イエス様の愛の生き証人となり、デカポリスの地方でイエス様がどんなに大きなことをしてくださったかを述べ伝えました。イエス様の愛と、イエス様の下さった使命は、レギオンだった人の生きる力になりました。神様の愛を知らない人生、使命や目標のない人生は、虚しいものです。私達が神様の愛とあわれみを覚え、それを述べ伝えるという使命を持つとき、生きる力が湧き上がってきます。
以前は私もレギオンのように多くの汚れた霊に苦しんでいました。そんな私に、イエス様は訪ねてきてくださいました。私をあわれみ、イエス様の前に自分の名前を告白するように助けてくださいました。私の父は厳しく暴力的だったため、私は子供の頃から父を憎んでいました。その憎しみが、私の中に様々な汚れた霊を呼び寄せました。中学の時に煙草を吸い始め、高校の頃は、夜中にこっそり家を抜け出して、お酒を飲んだりしていました。成人する頃には、とても自己中心的で、浅はかな物質主義者になっていました。たくさんのBFを作り、彼らと性的な関係を持つこともためらいませんでした。私は自分を自由だと思い込んでいましたが、実は罪の奴隷となっていました。しかし、母の死をきっかけとして、自分を見直すことができ、自分がいかに罪深く汚れているかに気付きました。この時初めて、私は神様に、このような自分を救ってくださるようにと祈りました。２００４年、神様のお導きでカナダに行き、聖書勉強を始めました。そして神様は聖書の御言葉を通して、イエス様が私にどんなに大きなことをしてくださったかを見せてくださいました。イエス様はこの最も罪深い私を救うために十字架の上で血を流して、神の子であるご自分の命を犠牲にしてくださいました。私がイエス様の前で、自分の真実の名前を告白した時、イエス様はありのままの私を愛してくださり、私のすべての罪を赦され、永遠のいのちをくださいました。そしてさらに、イエス様はその深い愛によって、父への憎しみをはじめとする、私の心の中の様々な汚れた霊を取り除き、イエス様に従って生きるという新しい人生をくださったのです。イエス様の愛を賛美します！！

神様の恵みで素晴らしい家族も与えられました。夫のレイは、日本に対する強い愛とヴィジョンを神様からいただきました。私も、日本人として夫の良い助け手となれるように祈りました。ですが、カナダの生活になじんでくると、このままカナダで快適な生活がしたいという人間的な願望を持ち始めました。夫は安定した仕事を持っていましたし、日本の霊的な環境を考えると、子供を育てることが不安でした。しかし、そのような時、イエス様が私におっしゃいました。「あなたの家、あなたの家族のところに帰り、主があなたに、どんなに大きなことをしてくださったか、どんなにあわれんでくださったかを、知らせなさい。」私は、私の家、日本に戻ってイエス様の愛とあわれみを伝えるという使命をいただきました。この使命は、どんなに苦しい状況にあっても、私の生きる力となっています。私はイエス様の愛の生き証人です。主であるイエス様が、私にどんなに大きなことをしてくださったか、どんなにあわれんでくださったかを日本の学生に証言し、彼らもイエス様の愛を体験する手助けになりたいと祈っています。
イエス様はありのままの私達を愛し、価値のあるものとして見てくださいます。そして、私達一人一人の名前を知りたいとお考えです。それは私たちを深くあわれみ、愛してくださるイエス様との関係がますます深くなるためです。「おまえの名は何か。」と聞かれるイエス様に自分の名前を告白するなら、神は真実で正しい方ですから、その罪を赦し、すべての悪から私たちをきよめてくださいます(Ⅰヨハネ１:９）。このSBCを通して、私達がイエス様の前で、自分の真実の名前を知ることができるように、そしてイエス様の大きな愛とあわれみを体験できますよう祈ります。
